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　最近，学術研究に関わる職場でアカデミックハラスメン

トによる処分が多くなっています．大学などの研究機関で

は，「研究課題の解決」だけが目的なのではなく，その研

究課題への「粘り強い取り組みの末に得る成功体験」を通

じての人材養成のため，多くの上司は学生・部下のため懸

命に研究指導を行っています．ご自分の業績を上げるため

だけのパワーハラスメントの場合もあるでしょうが，ここ

では，学生・部下にも社会の役に立とうとする気概を醸成

させたいという正義感，研究を推進させ部下に自信を持た

せたいという使命感に基づく取り組みの場合を考えてみま

す．

　上司はときに部下を叱咤激励するでしょう．丁寧な説明

を伴わない場合，学生や部下には，「自身の能力を超える

研究指導の真意」が理解できず，上司に対する誤解や不信

感が生まれることがあります．そういう指導が継続すると，

ハラスメントの訴えが起き，最終的に懲戒処分が下ること

になります．懲戒処分が下った当該上司やそういう事例を

身近で知った他の上司は，懲戒を受けないよう，学生や部

下とは距離をおいた「最低限の研究指導」にとどめるでしょ

う．熱心な議論さえなくなるかもしれません．

　その結果，当初の「研究課題に対し試行錯誤に末に得る

成功体験を通じての人材養成」の理念とは，ほど遠い状況

になります．また，研究指導がお粗末では，研究不正も起

きるかもしれません．そうなれば，国を支える礎の養成も

できないでしょうし，他国に対して研究成果は負けてしま

い，グローバル化どころではなくなるでしょう．したがっ

て大切なのは，不信感が芽生えた最初の時点まで遡って誤

解を解く努力だと思います．これには当事者だけでなく，

周囲の協力や支援も必要です．

　科学を一生懸命に進めること，その過程を通じ優れた人

材を養成するという崇高な目的が，単なる意思の疎通の不

足で停滞を招くことは大変残念なことです．多忙なときに

も電子メールや電話などに頼らずに face to faceで丁寧な

説明を心掛けたいものです．
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